術後早期に発症したメチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)性腸炎の2例 by 小舘 満太郎 et al.
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く起 炎 菌〉 Staphylococcus
く発症時期〉 2POD～7POD
く感染経路〉 直接接触,空気感染
〈症  状 〉 下痢,発熱,頻脈,乏尿,腹部膨満,腹痛,嘔吐
く便の色調〉 白色水様性 て米の とき汁様
〈炎症の主座〉 小腸
く予  後〉 不良 (死亡率 56～6000)
く治  療〉 原因薬剤投 与の中止
対症療法
感受性薬剤の投与 (Minocyc‖ne等)
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